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【あつかし歴史館　　　　☎ 585-4520】

【企画調整課地域振興係　☎ 585-2967】

国見町は、千年以上育まれてきた国見の歴史・伝統・文化をこ

れから百年後に伝えていくため、これらを生かした「歴史まち

づくり」を進めています。このコーナーでは町や地域が行って

いる取り組みについて、毎月お伝えしています。
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令和８年度あつかし歴史館「歴史講座」のご案内令和８年度あつかし歴史館「歴史講座」のご案内

　国見町の歴史文化遺産に関わる調査・研究の成果を用いた歴史講座を全 12 回開催します。各回 2 日間

の午前と午後に同一内容で行いますので、参加しやすい日程にぜひご参加ください。

歴史講座「伊達歴史講座「伊達稙稙
たねたね

宗宗
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の先進性」を開催しましたの先進性」を開催しました

■会　　場　国見町文化財センター第 1研修室（旧大木戸小学校）

■講　　師　国見町文化財センター職員　笠松　金次　氏

■申し込み　あつかし歴史館に来館または電話（電話 585-4520) にてお申し込みください。

■開催日程　以下のとおり　各回 2日間の午前・午後　

　　　　　　【午前の部】午前 10 時～午前 11 時 30 分　【午後の部】午後１時 30 分～午後 3時

　　　　　　※会場定員の都合上、ご希望に添えない場合があります。

№ 日程 講座項目

1 4 月 22 日水～ 23 日木 阿津賀志山の歴史と呼称

2 5 月 27 日水～ 28 日木 奥羽の蝦夷対策はいかに

3 6 月 24 日水～ 25 日木 阿津賀志山防塁の謎

4 7 月 29 日水～ 30 日木 伊達政宗・パートⅣ

5 8 月 26 日水～ 27 日木 奥州藤原氏の研究

6 9 月 16 日水～ 17 日木 東北の災害史

7 10 月 28 日水～ 29 日木 手紙から見る伊達政宗・2

8 11 月 25 日水～ 26 日木 松尾芭蕉・パートⅡ

9 12 月 23 日水～ 24 日木 国見町における城館地名

10
令和 9年

1 月 27 日水～ 28 日木 都へ続く一本道

11 2 月 24 日水～ 25 日木 鎌倉武士団の奥羽移住

12 3 月 24 日水～ 25 日木 故郷を去った伊達家臣・飯坂氏

　国見町郷土史研究会と国見町歴史まちづくりフォーラ

ムの主催による歴史講座が 2 月 22 日に開催され、町内外

から 122 名が参加されました。

　同研究会員で講師を務めた笠松金次さんから、伊達氏

第 14 代伊達稙宗の功績として、領内のさまざまな事柄に

対する法令(塵芥集など)と土地・家屋税制の整備を進め、

巨大な山城である桑折西山城とその城下町を造り、革新

的な政策を次々に行った事が紹介されました。

　一方で、これらの先進的な政策は、その後の伊達氏か

ら南東北の戦国大名を巻き込んだ「天文の乱」につなが

る遠因となった点についても語られました。
▲講演会は、会場が満席になる盛況でした

▲令和 7年度歴史講座の様子

大明神の傍らにあった田植えの

時期を知らせる「種まき桜」
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問企画調整課過疎対策係 ☎ 585-2927

　国見町出身者やゆかりのある方々が集い、交流を深めるとともに、

国見町の魅力を広めることを目指した会です。「ふるさとを、もう一

度つなぐ場所」として関東圏にお住まいのご家族やご親戚、知人の方

をぜひご紹介ください。

　「同窓会を兼ねて」「同郷の酒友探し」「東京でふるさとを味わう」

場としてもご活用ください。

詳しくはこちら

（町ホームページ）③ふるさと納税の寄付と返礼品のリクエスト

②特産品の販売拡大への協力

①交流会や周遊ツアーの開催

主な活動内容

令和 8年度総会・交流会開催のお知らせ

5 月 16 日土　午前 10 時 30 分～午後 3時 00 分日時

アートホテル日暮里 ラングウッド会場

午前 10 時 30 分　国見を深堀り！（講演）

午前 11 時 45 分　総会

午後 0時 30 分　 交流会（会費制）

内容

国見出身の人、

国見にゆかりのある人、

国見を応援したい人、

離れているけれど、

やっぱり国見が好き。
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会員募集中
東京ふるさと国見会
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▲盆地と里の芸術祭での展示

国見で挑戦、植物の可能性

　今年度より地域おこし協力隊として活動しています、穴澤史雄です。農学を学び、これ

まで植物と向き合う仕事に携わってきました。国見町の豊かな自然や果樹の風景に魅せら

れ、植物をとおしてこの町の魅力を伝えたいという思いで日々活動しています。

　現在は、桃の選定枝を活用した堆肥づくりに取り組んでいます。処分されてしまう枝も、

土へ還せば次の実りを支える大切な資源になります。植物が循環し、次の命へつながって

いく仕組みを形にすることも、私の大切なテーマです。また、植物を使ったワークショッ

プの開催や、町内施設での装飾展示にも挑戦しています。盆地と里の芸術祭や藤田駅前交

流施設「アカリ」での展示では、植物が空間をやわらかく包み込み、訪れた方が足を止め、

写真を撮る姿も見られました。植物には、人の心をほっとさせる力があると感じています。

　今後は、国見町の素材を生かした花器などの商品開発や、

町内の風景を活用した記念撮影プランの提案にも取り組む

予定です。植物をとおして、人と人、人とまちをつなぐ活

動を広げていきます。

▲藤田駅前交流施設の「アカリ」での装飾展示

ワークショップ等のお知らせはこちらから⇒

穴澤さんのインスタグラム「カタル葉」


